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Ⅱ 就農までのプロセス 
 

 

 

 

 

 

即就農希望              研修後就農希望 

 

 

 

 

 

 

 

                         研修方法 

 

 

 

 

 

 

 

就農前の里親研修                       研修生集合研修 

研修・就農準備 

 

 

 

 

 

                       就農 

 

 

Ⅲ ブロッコリーの経営 
・諏訪地域でのブロッコリー生産の特徴 

① ブロッコリー産地であり、出荷に必要な製氷施設が完備されている。 

② ６～10 月に出荷する産地であるため、販売価格が安定している。 

③ JA 育苗施設があり、計画的に苗が供給される。 

 

・ブロッコリーの経営目標（長野県農業経営指標より）     （10a 当たり） 

 

売 上 げ 

５３８，９２０円 

( ２７０ｃｓ × 1,996 円 ) 

経  費 

３８１，１０７円 

( 199,793 ＋ 181,314 ) 

生産費   流通経費 

所  得 

１５７，８１３円 

 

 

１ 就農相談： 

窓口（市町村・ＪＡ・農業改良普及センター）、諏訪地域の農業生産の 

紹介、就農希望地・栽培希望品目の聞取り 

２ 即就農： 

農地・機械等の確保 

→就農計画作成 

→認定新規就農者 

→資金借入れ準備→就農 

３ 研修：里親研修、ＪＡインターン研

修、農業法人等雇用研修、 

 研修先との面談、マッチング 

→ 研修内容の確認 

→ 研修計画作成 → 研修開始 

４ 就農準備： 

農地、生産設備・施設、農業機械、住居

等の確保 → 経営計画・就農計画作成 

→ 認定新規就農者 → 資金借入れ準備

→ 青年等就農資金借入れ 

２ 地域の紹介： 

気象・標高・自然条件、地域農業の概

要、主要品目・ブロッコリー等推進品

目の紹介 

５ 新規就農： 

独立自営・営農開始、 

農地の取得・利用権設

定、施設・機械の購入、

口座開設等 


